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生活力を育成するためのカリキュラムの研究開発
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要約：グローノわレイヒが一層進行するこれからの社会において，将来の就労を含む生活に向けた生活力の育成を目指し，教科

「職業・家庭Jに新たに社会生活に関する内容を加味した，教科「キャリアマネジメント」を教育課程に位置づけ，カリキ

ュラム開発を行ってしも。評価の4観なと今ヤリア教育における4つの基礎的・汎用的能力を用し、た評価によって生徒の

変容を見取り授業評価を行うことで，カリキュラムについて検討した結果，生徒や保護者，教員に対して一定の効果があ

った。今後は，学習過程とそれによって身につく資質・能力について整理することが課題である。
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I.はじめに

グローパル化が加速している昨今の社会においては，

適切な知識を習得し，他者と協働して社会参画を目指

すことができる資質・能力が求められている。特別支

援教育においても，学校教育終了後の就労を含む生活

への移行をよりスムーズにしていくためには，育成す

るべき資質・能力であるだろう。東雲小学校・東雲中学

校は今年度より「グローパル時代をきりひらく資質・

能力を培う教育の創造Jをテーマに研究を推進してい

る。本校は，グローバル時代をきりひらく資質・能力と

して，主体性，多様性，協働性を挙げてしも。これら 3

つの資質・能力を特別支援教育の視点から整理した結

果，人とのかかわりを通して育むことができると考え

た。従来より本校特別支援学級では，人とのかかわり

やコミュニケーションを重視した授業づくりを行って

きている。現在は，生徒自身が将来の社会生活をイメ

ージできるような授業づくりに取り組み，社会的・職

業的自立を目指した生活力を育成するためのカリキュ

ラム開発を行っている。人とかかわりながら協働的に

問題を解決していく場面を意識した授業実践を取り上

げながら，今年度の研究の歩みをまとめる。

E 研究の経緯と呂的

本学級は中・軽度の知的障害特別支援学級である。

今年度は3学年合わせて 16名の生徒が在籍している。

比較的規模の大きな学級集団であることを活かし，生

徒相互のかかわりを大切にしながら生活力を高める指
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導・支援を行っている。これまで本学級では，特別支援

学校学習指導要領および作業学習の手引き（改訂版・

平成7年度）をもとに，作業を活動の中心に据えた学

習を展開してきた。平成21年度は従来の職場体験学習

にジョブサポートティーチャーの指導を加えた形態、へ

と変更を行った。また平成22年度からは，職場体験学

習と作業学習を関連づける試みとして，広島県教育委

員会が実施している「技能検定j に準じた清掃スキル

の指導を取り入れ，就労をより意識した指導を行って

きた。更に平成23年度は，新たな雇用を創出している

社会的企業をモデルにした学習指導体制を組むことで，

生徒相互の協力と，自らの役割を担って主体的に働く

ことを意味づける授業実践を推進してきた。そして平

成 24年度は，合わせた指導の形態として「職業生活J

を設定し，指導の充実を図ってきた。

これら一連の研究により明らかiこなった課題として，

次の3点が挙げられる。一つは杜会情勢にかかわる課

題である。障がい者の就労をめぐる社会情勢は，平成

26年の障害者権利条約の批准に先立ち，平成 25年に

は改正障害者雇用促進法と障害者差別解消法が成立し

法定雇用率が引き上げられるなど法整備が進む中変化

してきでいる。職種についても，第1次産業中心から

接客や清掃といった第 3次産業への就労も増えてきて

いる。雇用の拡大や職種の広がりに伴い，生徒自らが

自分の興味関心や適性に応じて就労を考えていく中で，

職業リハビリテーション等の就労支援へのニーズも多

様化サ焼酎七している。また，受け入れ企業からは働く

ことへの意欲等に課題のあることが指摘されている。



二つ目は教育課程にかかわる課題である。学校教育

におけるキャリア教育の推進により，就労を意識し社

会的・職業的自立を目指した特色のある実践が各学校

で行われてきている。特別支援教育では一般的に職業

的自立を意識した指導として，教科「職業・家庭」や合

わせた指導の形態である「作業学習j，小学校段階では

「生活単元学習」が取り組まれ，働くことへの基礎と

なる事項を学習できるように教育課程が編成されてい

る。しかし，就労の現場においては，コミュニケーショ

ンや人間関係形成にかかわる力や課題を遂行する力，

任務を適切にこなせたかどうかを自己評価できる力，

さらには将来にわたって主体的に生活していくことの

できる力等も必要である。社会的・職業的自立のため

には，指導内容として教育課程に位置付ける工夫が必

要である。

三つ目はキャリア教育の推進にかかわる課題である。

児童・生徒の勤労観，職業観を育てるキャリア教育

への期待は年々高まっている。キャリア教育推進の

方策として，社会，国語等既存教科や道徳の授業と

の関連づけ，発達段階に応じた教室での学習プログ

ラムの開発，指導の工夫・改善等と並び，職場体験

や職業人へのインタビュー等体験活動を通して社会

の在京且みについての理解を深める取り組みが増えて

いる。中等教育段階は進路の将来的選択期，進路の

現実的探索・前社社会的移行準備期とされ，職場

体験学習を含む様々な実践が，各教科・領域で、行わ

れている。キャリア教育の必要性や意義の理解は，

学校教育の中で高まってきており，実践の成果も

徐々に上がっている。また「人間関係形成能力J「情

報活用能力J f将来設計能力j 「意思決定能力Jの

4つの能力領域が示されるとともに，小・中・高等

学校の系統的に整理されたマトリックスが示され，

整備が進んできた。しかしながら，キャリア教育は

新しい教育活動を指すものではないとしてきたこと

により，従来の教育活動のままでよし吃誤解された

り，体験活動が重要という側面のみをとらえて，職

場体験活動の実殖をもってキャリア教育を行ったも

のとみなしたりすること等，各新ヰ・領域において

一人ひとりの教員の受け止め方や実践の内容・水準

にばらつきがある中で、指導を行ってし、ることや，そ

のつながりが明確になっていないために系統性が不

十分であること等の課題がある。

これらの課題の解決に向け，平成25年度からは文部

科学省、の研究開発学校の指定（4年間）を受け，カリキ

84 

ュラム開発を進めることとした。本学級でこれまでに

「職業生活Jや「生活単元学習Jで指導してきた内容を，

教科「キャリアマネジメントjを設定し，職業に関する

もの，家庭生活に関するもの，将来の社会生活に関わ

りの深いものに整理し，有機的に関連付けた指導を行

った。

平成26年度は，「キャリアマネ、ジメント」を教科「職

業・家庭jの内容にライフキャリアの視点を踏まえた

内容を付加した耕ヰとし，グローノ勺レイ七する社会情勢

に対応した新たな指導内容として位置付けた。作成

したカリキュラムの通年実施による教育的効果および、

課題を明らかにし，改善カリキュラムの作成を行った。

また，広島県内の特別支援学校（知的障害）の教員を対

象に，中学部と高等部の連携や各学部でつけたい力に

ついてアンケートを実施し，実態把握を行った。

平成 27年度は，「キャリアマネジメントjで育成し

ようとする資質・能力を踏まえ，改善カリキュラムを

実施し，授業改善を図るとともに，生徒，保護者，教職

員の意識の変化をとらえ，実施による効果を測定し，

教育的効果および課題をさらに明らかにしてしぺ。

E 調査対象

本校特別支援学級生徒 16名

( 1学年4名， 2学年6名， 3学年6名）

本校特別支援学級生徒の保護者

本校特別支援学級担当教職員

IV.研究方法

改善カリキュラムを通年実施し，以下の方法で効果，

課題を明らかにする。

l.発達検査（S叫社会生活能力検査， K-ABC,WISC-

N, TTAP）等による生徒の実態把握

2. 日々の授業における生徒の変容の見取りやワーク

シート等による学習評価，授業評価

3.研究授業実施による外部からの学習割高，授業開面

4.生徒および教職員，保護者対象アンケート調査の

実施および分析

v.カリキュラム開発の概要

昨年度の反省と課題をもとに，教科「キャリアマネ

ジメントJで育てようとする資質・能力，および教科

「職業・家庭Jに付加した指導内容，単元構成や指導時

数の見直しを行い，改善カリキュラムを作成し，今年



度通年実施した。評価については，昨年度に引き続き，

評価の4観点と基礎的・汎用的能力の4能力をクロス

させた 16項目の観点別による分析的な評価を行った。

今年度は授業ごとに特に重点を置く観点を設定するこ

とで，単元全体を見通しながら授業ごとの視点を明確

にして授業を実施し，生徒の変容の見取りと授業の評

価・分析を行うこととした。

次iこ，本年度「キャリアマネジメントjを実施寸るに

あたって定めた目標，育てようとする資質・能力，指導

目標，教育課程（表 1, 2），指導形態、をあげる。

1. 目標

社会生活および職業生活・家庭生活上必要となる基

礎的な知識・技能と態度の習得を図り，自己の将来の

生活についてマネ、ジメントしようとする態度を育てる。

2.育てようとする資質・能力

ア，主体的な社会生活への意欲

イ，他者と適切にかかわる力

ウ，自己有用感・自己効力感等の内発的な意欲

エ，自己の理解と把握による言判面力

3.指導目標

( 1）自己の適切な把握に基づき，思考・判断・選択を

繰り返しながら学習活動を行い，集団の中で役割と

責任を果たすことができるようにする。

(2）社会生活，職業生活，家庭生活に必要な知識と技

能を身に付け，将来の自立した生活に向けた意欲を

持つことができるようにする。

4.教育課程

平成27年度の教育課程表を表1, 2 tこ示す。

5.指導形態

学習内容に応じて一斉や学年別，学年縦割りのグ、ル

ープを主とした学習集団を編成し指導を行う。

「職業生活に関する内容jは，原則として一斉およ

び学年縦割りの3グループによる指導とする。ただし，

f職場体験学習jは学年Jjljの指導とする。「社会生活に

関する内容Jは，原則として学年別の指導とする。ただ

し， 「進路を語る会Jや「余暇活動jは一斉での指導と

する。また， 1つの単元で、あっても，学習内容により効

果的に学習集団を編成し指導する。 「家庭生活に関

する内容Jは，学年別の指導とする。 1年間で「衣生活J

「食生活j 「住まし、Jの3分野を全て扱うこととする。
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表 1 平成27年度各教科等の授業時数配当表

学 年 1学年 2学年 3学年
総授業
時数

国語 105 105 105 315 

社会 70 70 70 210 

数学 105 105 105 315 

義
理科 70 70 70 210 

音楽 35 35 35 105 

美術 70 70 70 210 

保健体育 70 70 70 210 

選択 外国語 70 70 70 210 

教科

特例によって キャリア
210 210 210 6却

設置した教 マネジメント

手ヰ

道徳 35 35 35 105 

総合的な学習の時間 70 70 70 210 

特別活動 35 35 35 105 

自立活動 70 70 70 210 

合計 1015 1015 1015 3045 

表2 平成27年度指導形態別授業時数配当表

守品叫白 年 1学年 2学年 3学年
総授業
時数

各教科等を 生活単元
245 245 245 735 

合わせた 学習

指導

国語 70 70 70 210 

社会 。 。 。 。
数学 70 70 70 210 

理科 。 。 。 。
音楽 35 35 35 105 

美術 70 70 70 210 

保健体育 70 70 70 210 

選択 外国語 70 70 70 210 

教科

特例によっ キャリア
210 210 210 6却

て設置した マネジメント

教科

道徳 。 。 。 。
総合的な学習の時間 70 70 70 210 

特別活動 35 35 35 105 

自立活動 70 70 70 210 

合計 1015 1015 1015 3倒5

IV.キャリアマネジメントの単元計画と授業実麗

改善カリキュラム実施にあたって，すべての単元に

ついて単元計画を作成した。次に，実施した単元のう

ち，いくつかを抜粋して，単元計画と授業実践の結果

を挙げる。



キャリアマネジメント（しごと）分野単元計画と授業実践

単元名 「私たちの東雲コーポレーションj （食品加工グループ）

指導対象東雲中学校全学年3組 1 6名 （男子 13名，女子3名）

指導形態 学年縦割りで5～6人のグループを 3つ編成し，学期ごとに学習内容をローテ

ーションする。

単元設定の理由と指導内容

生徒の将来像として，社会生活や職業生活の中で，集団の一員として生きていく姿が想像

される。そのような生活においては，他者との関係、の中での自分を意識して行動できたり，

協働して仕事をすることができたりする力が必要となっていくと考えられる。本単元では

作業種目を特別支援学校高等部の作業学習で多く行われている種目や将来の社会生活およ

び職業生活との関連，学校の人的設備的環境，生徒の興味関心を考慮し設定した。会社（東

雲コーポレーション）に見立てた学習とし，それぞれの役割を分業し協力して作業を行うこ

とで，他者と一緒に働くということを意識した言動やマナーを身につけたり，自分が役割を

確実に果たすことの大切さを理解したりすることができると考える。指導にあたっては，授

業開始時のミーティングや目標設定，授業後の振り返りを大切にし，働き方を指導の中心に

据える。本グループでは生徒の興味関心が高く，できあがりをイメージしやすい食品加工を

扱う。衛生の必要性，計量の正確さなど，細かい部分にも留意して指導を行う。

指導目標

( 1 ）活動の目標に沿って，計画的に作業を遂行することができるようにする。

( 2）相手を意識して製品を考え，試作・改善する活動を通して，主体的に考え，判断し，

合意形成していける力を育てる。

( 3 ）それぞれの役割を遂行し協働することを通して，相手を意識した行動やコミュニケ

ーションがとれるようにする。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

自分の考えや思い 相手の意見を間い 相手の思いや意見 分業について理解

人間関係形成・ を相手に伝えるこ て，自分の考えを正 を正確に理解する し作業することが

社会形成能力 とができる。 確に伝えることが ことができる。 で、きる。

できる。

自己理解・
任された作業に意 自らの思考や感情 他者との協力や協 自分の持ち味を把

欲を持ち，遂行する を律することがで 働を主体的に行う 握し，力を発揮する
自己管理能力

ことができる。 きる。 ことができる。 ことができる。

自らが行うべきこ 作業に応じた道具 道具を安全・適切に 指示を理解し，作業

課題対応能力 とに意欲的に取り の選択ができる。 扱うことができる。 を行うことができ

組むことができる。 る。

集団の中での役割 目標に沿って作業 目標に沿って作業 自らが果たすべき

キャリアプラン
と責任を果たそう を行えているか振 を遂行できたか，達 様々な立場と役割

ニング能力
と，意欲的に作業に り返ることができ 成度を評価できる。 を踏まえて作業を

取り組むことがで る。 行うことができる。

きる。

個別の目標左支援（例）生徒D

個別の目標 自分が分担する作業を理解し遂行することができる。

支援 担当する作業の手順を視覚的に提示し確認させる。

評価規準 自分の担当する作業ができたことを，次の担当者に言葉で伝えることがで

きる。

（知識・理解／人間関係形成・社会形成能力）
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指導計画左実施時期（全75時間 ※3学年は71時間 年間を通じて実施）

第 1次商品開発（ 1 8時間）

第2次試作品作り，改善，商品作り（ 5 0時間※3学年は48時間）

第3次接客サービス（ 7時間 ※3学年は5時間）

学習活動の様子

製品作り 接客サービス 販売した商品の一例

指導上の工夫点・改善点

・企業見立ての指導を行った。年間4～5回の販売の機会を設け，自分ではなく他者のため

の製品作りを意識できるようにした。適宜アンケートも実施し他者評価を取り入れた。

－協働して作業活動に取り組む上で守るべきルールを設定し，授業始めのミーティングで唱

和し，意識して学習活動に臨めるようにした。

・縦割りのグループ編成を活かし，上級生がリーダー・サブリーダーを務めるようにした。

リーダーは事前に作業内容を確認してグ、ループメンバーに伝えたり， 3グループ全体で

行うミーテイング、の司会進行を行ったりした。グループの話し合いや振り返りもリーダ

ー・サブリーダーが中心となって進めるようにし，生徒が主体の活動となるようにした0

・4時関連続の時間割とし，生徒自身が考える時間を大切にした。リーダーを中心に目標設

定を行い，学習の目当てを明らかにして学習活動に臨めるようにした。活動後は振り返り

を行い，目標の達成度を評価し，次時の学習活動につなげるようにした。

・評価表に他者への評価欄を設け，他者を意識し協働することへの意識付けを行った。

生徒の変容

・自分の役割を責任もって果たそうとする姿が見られた。その結果，課題遂行力も高まった0

．目標を意識して活動し振り返りをすることで，次の活動に活かすといったサイクルを自分

たちで実行できるようになってきている。

・グループメンバーの良さを認めるとともに，直してほしいことを伝えるなど，協力してよ

りよい活動を目指していこうという意識が高まっている。
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キャリアマネジメント（しごと）分野単元計画と授業実践

単元名 「職場体験学習J

指導対象東雲中学校全学年3組 1 6名 （男子 13名，女子3名）

指導形態学年ごと

単元設定の理由と指導内容

中学校・高等学校は学校から地域社会へと生活の場を広げていく時期である。生活も家庭

や学校を中心としたものから働く生活を少しずつ考えていく段階にあり，徐々に職業への

関心を高めていくことが必要である。

1学年では，校内で働いている職員から指導を受け，日々見ている身近な仕事に関心を持

たせたい。また，その経験を通して，職業生活に必要な身だしなみやマナーを学ばせたい。

2学年では，これまでに学習してきたことや第3学年の職場体験学習の見学により，自分

たちが社会に出て働く事に興味をもち始めている。そこで，校外での実際の仕事の体験をと
おして，知識や技術・技能に触れることで，働くことの意義や進路について考える力の育成

に繋げたい。

3学年は2回目の校外での職場体験学習であり，生徒それぞれこれまでの経験を活かし，
工夫・改善を図る機会を得ることになる。働くということについて，これまで、の体験活動も

含めて振り返ることで，働くことの意義や進路について考えを深め，将来の職業生活を主体

的に考えていけるようにしたい。

指導目標

( 1 ）状況に応じた身だしなみやマナーを理解し，適切にコミュニケーションをとること

ができるようにする。

(2）働くことについての関心を高めることができるようにする。

( 3）指示を理解し，連絡・報告・質問などを行いながら，業務を遂行することができるよ

うにする。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

自分の将来につい 状況を判断して， 相手に伝わるよう なぜ，あいさつや
人間関係形成・ て感心を持つ事が 場に応じたあいさ にあいさつや返 返事，連絡，報告を
社会形成能力 できる。 つや返事，報告，連 事，連絡，報告をす するのかがわか

絡をしている。 ることができる。 る。

自己理解・
自分の役割を主体 自分で状況を考 一定の時間，指不 自分の役割を知

自己管理能力
的に行おうとして え，適切なふるま 内容に沿った作業 り，活動に取り組
し、る。 いをする。 ができる。 む事ができる。
指示されたことを 仕事が適正に行わ 指示された仕事を 業務に応じた適切

課題対応能力 やってみようとす れたかを正しく評 遂行することがで な用具があること
る。 価している。 きる。 がわかる。

キャリアプラン
計画に沿って仕事 どのような計画を 実習計画を立てる 計画を立て，作業

ニング能力
をすることに意欲 立てるのがよいか ことができる。 をする必要がある
を持つ。 考える。 ことがわかる。

個別の目標と支援（例）生徒 I

個別の目標 必要な場面で自分からあいさつや連絡・報告・質問などを行うことができる。
支援 どのような場面で連絡・報告・質問が必要か，ロールフ。レイ等を用いて学習

しておく。

評価基準 自分からあいさつや連絡・報告・賞聞を行おうとしている。

（思考・判断・表現／自己理解・自己管理能力）
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指導計画と実施時期

1学年（全12時間） 2学年（全27時間） 3学年（全31時間）

実部勢現 平成27年6月に実施 平成27年 11月に実施 平成27年6月に実施

第 1次 実習の計画（2時間）
実習の計画と予備実習

実習の計画（2時間）
(4時間）

第2次 実習先でのマナー (1時間） 実習先でのマナー（ 1時間） 実習先で、のマナー（ 1時間）

第3次 公共の場で（ 1時間） 公共の場で（2時間） 公共の場で （2時間）

第4次 職場体験学習（6時間） 職場体験学習（ 1 8時間） 職場体験学習（ 2 4時間）

第5次 振り返り （2時間） 振り返り（ 2時間） 振り返り （2時間）

学習の様子

東雲中学校内での実習 広島大学図書館での業務 清掃前のミーティング

指導上の工夫点 ・改善点

. 1年次は身近な校内での体験からはじめ， 2年次は広島大学東広島キャンパス内での3日

間の職場体験を行い， 3年次は実施日数を，休日を挟んだ4日間として行った。実習を通
して，将来の就労について段階的に体験できるように工夫した。

・広島大学では，福祉就労している職員やジョブコーチによる指導や，サポー トティーチャ
ー（学生ボランティア）の支援等を受けながら，学部棟の清掃や図書館，農園での作業を
体験した。生徒が3年次までに，広島大学での職場体験を2度行うことにより，職員の方
も以前の様子を覚えており，より生徒実態に合う作業内容を検討していただくことがで
きた。また 1度目の実習からの成長のコメントもいただくことができた。

・これまでの学習や経験を活かし，職場体験学習での目標を，生徒一人ひとりが立てて取り

組めるように実習日誌に記入させた。

－保護者参観の機会を持った。実際に子どもたちの様子を見てもらうことで，どのような体

験をしているか知ってもらうだけでなく，家庭で将来について話をするよい機会にもな
った。

－サポー トティーチャーに評価表の記入や生徒のしおりへのコメントをもらい，振り返りに
利用した。

生徒の変容

・1学年は校内で初めての実習を行い，実際の仕事の大変さに気づくことができた。そのこ
とを職員に質問し回答してもらうことで，将来について考えることにつながった。

• 2・3学年はこれまでの体験から，見通しを持って臨んで、おり，関心・意欲・態度が高か

っ？こ。
・個人で立てた目標を意識した行動や言動が見られた。

－サポートティーチャーにコメントを記入してもらうことで，自分の良かったところや課題
を確認することができ，次の活動に繋げている生徒がいた。 また，直接，技術の向上ゃ
がんばりをほめられることで，自己の成長を感じている記述が見られた。
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キャリアマネジメント（しごと）分野単元計画と授業実践

単元名 「職場見学J

指導対象東雲中学校全学年3組 l 6名 （男子 l3名，女子3名）

指導形態 学年縦割りで5～6人のグループを 3つ編成する。

単元設定の理由と指導内容

各企業や事業所の見学を通して働くことに関心を持ち，実際に働いている人の様子や工

場の設備，商品の開発等を見学することで，働くことを理解し自らの姿に反映する。

『食品加工』『クラフトJ『情報・サーピス』それぞれのグループPで，自分たちの作業改善

に役立つような質問を考えさせ，見学当日，質問をさせる。また，工場見学だけでなく，作

業を体験させていただき，学校生活では扱えない本格的な用具を使つての作業を体験させ

る。また，見学後には質問した内容や答え，体験して感じたこと，今後の作業に生かせるこ

となどをまとめさせる。

指導目標

( l ）自らの社会生活・職業生活をイメージすることができるようにする。

(2）身近な職業を知札進路について考えることができるようにする。

( 3）自分や友だちの良さを知り，自らの進路を考えることができるようにする。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

計画，実施におい 職場見学において お互いの意見をま 見学を通して，協

人間関係形成・
て他者と関わる事 質問内容を考え適 とめ計画を立てる カして働くこと

に進んで、とりくむ 切に対応する事が ことができる。 で，多くの仕事が
社会形成能力

ことができる。 できる。 成り立っている事

が理解できる。

コミュニケーショ 身近な働く人の姿 自己の特性に応じ 職場見学に必要な

ンを図りながら組 を通して，自分た 無理のない計画を 情報について適切

自己理解・ 織の中で働く姿を ちの活動に活かす 立てることができ に扱う事ができ

自己管理能力 見て，白らも進ん 事ができる。 る。 る。

で協力しようとす

る。

互いの気付きや考 グ、ループで、の互い 分かりやすい伝え 自分なりの働くこ

課題対応能力
えを発表し合い， の考え方を共有し 方を工夫する事が とに対する考えを

考えを共有し合う て考えを深める。 できる。 深める事ができ

ことがで、きる。 る。

将来の仕事や働く 将来に向けて，今 見学計画をたて乗 色々な仕事や職種

キャリアプラン
ことに意欲をもっ できる事について り物を使って目的 があることを知り

事ができる。 考える。 地に行くことがで 将来へのイメージ
ニング能力

きる。 を持つことができ

る。

個別の目標と支援（例）生徒J

個別の目標 質問・見学を通して得たものを，自分たちの活動につなげることができる。

支援 自分の生活に繋がる質問内容を準備する。

評価規準 自分たちの活動に繋がる報告内容がある。

（思考・判断・表現／自己理解・自己管理能力）
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指導計画と実施時期（全12時間 平成 27年 9月に実施）

第 1次職場見学のプラン作り（4時間）

第2次職場見学（6時間）

第3次職場見学のまとめ（2時間）

学習活動の様子

初めて使用する糖度計

指導上の工夫点・改善点

高温の食品を安全に扱う

－『しごと』を意識させるため， しごとの学習グループで、活動させた。
－職場見学後，自分たちの作業改善に生かせるように質問を考えさせることで，働くことを
理解し自らの姿に反映できると考えた。

・見学のみでなく，実際に体験させていただくことで， 働くことに関心を持ち，働く上での
注意点や働いた後の達成感などが味わえると考えた。

・職場見学後，個人のまとめにとどまらず，協力して新聞を作らせることで，学んだことを自
分たちの『しごとにどう生かせるか！！』を共有し，実践力が高まると考えた。

生徒の変容

・質問の場面では，自分の役割を責任もって果たそうとする姿が見られた。その結果，課題
遂行力も高まった。

－学校生活で、は扱えない本格的な用具を使つての作業を体験させていただいたことで，緊張
感を持ち，説明をよく聞き，丁寧にまた，衛生的に作業に取り組めた。

・製品ができあがるととても喜び，作業の成功に達成感を感じていた。
－今回は作業内容が「ジャム作り jだったが，『情報・サービス』 『クラフト』のグ、ループも，
今後の自分たちの作業改善として「用具の整理整頓Jや「お客様に喜んでもらえるよう商
品開発し続ける大切さJなどに気づくことができた。
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キャリアマネジメント（くらし）分野単元計画と授業実践

単元名 「くらしの 11 0番J

指導対象東雲中学校第1学年3組 4名（男子3名，女子1名）

指導形態学年

単元設定の理由と指導内容

日常生活には，地震や気象などの自然災害や火事や交通事故など，さまざまな危険に遭遇

する可能性がある。どのような事態になるか想像しにくいものもあるが，これらの事象から

身を守ること，対処方法等基本的な事項を理解し，社会生活で，また学校や職場で安全・防

災への意識を高めていくことは，生徒たちが社会生活を考えていくうえで有益であると考

える。

指導目標

災害・交通・病気等の災害から身を守るとともに健康で安全な生活をしていくことの大切

さについて理解し，実践できるようにする。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

地域社会での防災 状況に応じてどの 周りの状況を判断 主主下校中は緊急、の

人間関係形成・ 意識を高める。 ような行動をとる し危険回避行動を 避難場所に行き，

社会形成能力 かを判断する。 とることができ 家族と出会うこと

る。 がわかる。

自らの特性に応じ どのような回避行 自己の特性に応じ 災害時に必要とな

自己理解・ て回避行動をとる 動が適切であるか た回避行動をする る自己の情報を適

自己管理能力 ことに関心を持 を考えることがで ことができる。 切に扱うことがわ

－＇°＿）。 きる。 かる。

様々な状況に応じ 状況を判断し，安 状況を判断し，適 状況判断を適切に

課題対応能力
た行動をとること 全のために必要な 切な回避行動を実 行うことにより危

に関心を持つ。 行動を考えること 行することができ 険を回避できるこ

ができる。 る。 とがわかる。

災害時の防災行動 社会生活の中で遭 地域の様々な情を 日ごろから防災意

キャリアプラン
を計画することに 遇する様々な危険 収集し防災・危険 識を持ち，計画的

ニング能力
意欲を持つ。 から身を守る行動 回避行動を計画立 な司ii錬の必要性を

を考えることがで てることができ 理解する。

きる。 る。

個別の目標と支援（例）生徒M

個別の目標状況を判断し，適切な行動を考えることができる。

支援 適切な行動を文章や絵から選択させる。

評価規準 どのような行動をとることが適切であるか判断することができる。

（思考・判断・表現／課題対応能力）

指導計画と実施時期（全12時間平成27年6月～7月に実施）

第1次 防災への意識を高め，状況に応じた命を守る行動について知る。（ 2時間）

第2次地域の安全について調査し，まとめる。（8時間）

第3次 身の回りに起こりうる様々な災害から身を守るとともに，遭遇してしまった場

合の適切な処置や行動選択がとれるようにする。（2時間）
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学習活動の様子

安全マップ作り（通学路に潜む危険から身を守るために）

指導上の工夫点・改善点

・毎日の通学に利用する道を実際に歩きながら，身近に潜む危険と安全について考えてい

くため「安全マップ作りJを設定した。

・日々の通学から，すでに危ないと感じている場所がある生徒も多く，事前学習では，そ
れらを自ら仲間に伝え，共有しようとする姿が見られた。

－校外での学習場面では，生徒が何気なく行っている普段の行動についても危険につなが
ることはなし、かと考えることができるよう，時折立ち止まりながら自らの今の行動につ

いて振り返り，生徒同士が意見交換できる時間を設けた。

－防災・災害対応については，本校の災害対策訓練とも絡めながら学習が深まるようにし

た。

生徒の変容

・毎日の通学において考えてもいなかった危険について本単元により気付いた生徒たち
は，多少遠回りになろうとも，より安全な通学路を選択し利用するようになるなど，自

分の身は自分で守るという意識が高まった。

・危ないと恩われる行動を仲間がとっている時には，声を掛ける場面が見られるようにな

った。

・災害時に取るべき行動については，本校の災害対策訓練において学習したことを思い出

し自ら実践する姿が見られるようになってきた。
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キャリアマネジメント（くらし）分野単元計画と授業実践

単元名 「わたしのキャリアj

指導対象東雲中学校全学年3組 1 6名 （男子 13名，女子3名）

指導形態学年ごと

単元設定の理由と指導内容

中学校卒業後，特別支援学校高等部になると，職場見学・実習といった実践的体験的学

習を通して自分の進路を考える段階になる。このことを考慮すると，中学校段階では働く

ということはどういうことか，自分の将来の社会生活をどうプランニングするか，といっ

たことをイメージしておくことが必要であると考える。身近な先輩である青年学級生（本

学級の卒業生）の話を聞いて様々な情報を得たり，働くことだけでなく余暇の過ごし方も

含めた将来の社会生活について考えたりすることで，スムーズな高等部段階への移行，さ

らには就労の実現を目指したいとの考えから本単元を設定した。

指導目標

( 1 ）自己の特性を知り，将来の生活を考えることに関心が持てるようにする。

(2）将来の社会生活への意欲が持てるようにする。

( 3 ）自己の興味・関心に基づきプランニングFを行い，進路を切り拓くことに意欲が持て

るようにする。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

他者の意見を聞く 自分の思いを相手 相手の意見を聞い 自分の置かれてい

人間関係形成・
ことに意欲を持つ に伝えたり，他者 たり，自分の意見 る状況や，自分に

社会形成能力
ている。 の思いを受け止め を伝えたりするこ 必要な知識や技

たりしている。 とができる。 能，能力，態度がわ

かる。

自分の進路につい 自分の進路の実現 自分のやるべきこ 自分がやるべきこ

自己理解・
て前向きに考えよ に向けてやるべき とに集中し，自制 とを理解するとと

自己管理能力
うとしている。 ことを判断してい して取り組むこと もに，ストレスへ

る。 ができる。 の対処の仕方がわ

かる。

さまざまな情報を 進路を実現する上 課題の解決に向け 進路実現に向けて

主体的に選択し での課題を発見 て計画を立案し， の課題をどのよう

課題対応能力 活用しようとして し，分析している。 実行することがで に解決していけば

し、る。 きる。 よし、か理解してい

る。

自分の将来設計を さまざまな情報を 進路実現に向けて 学ぶことや働くこ

キャリアプラン 立てることに意欲 取捨選択・活用し 主体的に行動し， との意義を理解し

ニング能力 を持っている。 ている。 改善することがで ている。

きる。

個別の目標と支援（例）生徒A

個別の目標 自分が将来やりたいこと，なりたいことをあげることができる。

支援 ワークショップ型の学習を取り入れる。

評価規準 自分の未来予想、図を描くことができる。

（関心・意欲・態度／キャリアプランニング、能力）
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指導計画と実施時期（全8時間平成27年4月～6月に実施）

1学年 2学年 3学年

第 1次 進路を語る会（2時間） 進路を語る会（2時間） 上級学校の生活 （2時間）

第2次 私の未来予想図（2時間） 私の未来予想図（2時間） 進路を語る会（2時間）

第3次 私と生活（2時間） 仕事と生活（2時間） 余暇の過ごし方 （2時間）

第4次 余暇の過ごし方（2時間） 余暇の過ごし方（2時間） 私の未来予想図（2時間）

学習活動の様子

進路を語る会（青年学級生の話を聞く） 仕事と生活（2学年）

指導上の工夫点・改善点

・「進路を語る会Jでは，中学生が青年学級生（本校特別支援学級卒業生）から直接話を

開くことを通して自分の将来の生活を考えていくきっかけとなるよう，特別支援学校高

等部や専門学校で学んでいる人，学校生活を終えて就労している人の中から 5名に事前

にアンケートを行い，それをもとに当日それぞれに話をしてもらえるようにした。アン

ケー ト内容は，毎日の生活パターン・楽しさややりがい・大変さや苦労・休日の過ごし

方・中学校時代に学んでおいてよかったことや学んでおけばよかったことなどとした。

・全体で話を聞いた後には，中学生と青年学級生で小グ、ループで、の活動場面を設定し，発

表者以外の話を聞いたり，疑問点を直接質問したりできるようにした。

・「私と生活（ 1学年）」「仕事と生活（2学年）J「上級学校の生活（ 3学年）Jでは，学年

を追って 「00になりたいj とし、う夢や憧れ，自分の持っている力への気づき（得意不

得意への気づき），世の中にある様々な職業について，中学校卒業後の進路先の具体な

どの学習を通して，生徒が自分の将来のこととして学び，考えることができるようにし

た。

生徒の変容

・「進路を語る会」は，生徒が中学校で先輩と して知っていた人や，青年学級との合同行

事等で顔見知りの人から，上級学校や就労について直接話を聞けるため，興味を持ちや

すく，また，自分がどこに行けばEんな生活になるのかという ことを身近に，より具体

的にイメージすることにつながった。

－働きたいという憧れとともに，仕事の厳しさ難しさを感じる生徒，中学校での勉強をよ

り頑張ろうとする生徒，特に3学年では，進学先での部活動を含む放課後の過ごし方ま

で意識した発言も見られるようになった。
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キャリアマネジメント（くらし）分野単元計画と授業実践

単元名 「00説明会j

指導対象東雲中学校全学年3組 1 6名 （男子13名，女子3名）

指導形態 3組全体 しごとグループ。各学年など

単元設定の理由と指導内容

作業を伴うような学習場面においては，他者を意識して自分の作業を振り返ったり，その

良し悪しについて意見を述べたり，改善策を考えたりするなど，他者と協力して自らの活動

を振り返る姿が見られるようになってきている。本単元では，各グループで自分たちが日々

学習してきたことの中から一つを選択し，説明を行うこととする。説明会を自分たちの力で

成し遂げるための手段や手順を検討し，役割を分担し実行していく過程で，一人ひとりの役

割を明確にし，個人の活動をグループでの活動の重要な役割として意識させることができ

ると考える。また，他者に説明を行うためには，まず，自分自身がそれについてよく理解し

ている必要がある。説明会にむけて，日々の活動やその目的を，他者に伝えるという視点を

持って考え，まとめ，説明することを通して，理解をより深めたり確かなものにしたり，今

後にむけてより良い学習活動にしていくことに意欲を持ったりすることにつながると考え

る。

指導目標

( 1 ）自分の役割と責任を意識し，担当する役割を遂行することができるようにする。

(2）発表内容について，参観者からの質問に対応することができるようにする。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

協力して説明会を 他者の意見を取捨 他者や自分の意見 自らの意見を伝え

人間関係形成・ 行うことに意欲を 選択できる。 から説明にふさわ るよりよい方法を

社会形成能力 持つ。 しい意見を選択す 理解することがで

ることができる。 きる。

自ら学習したこと 担当箇所につい 他者と協力して説 活動によって学習

自己理解・ を伝えることに意 て， よりよくイ云わ 明資料の作成がで したことを理解で

自己管理能力 欲的である。 る方法を工夫する きる。 きている。

ことができる。

自分の役割を意欲 自らの役割遂行の 質問に対して的確 質問の内容を理解

的に遂行すること ために行うべきこ な受け答えができ し， E確な受け答
課題対応能力

ができる。 とを判断し行動す る。 えができる。

ることができる。

今後の活動のため 説明したいこと 今後の活動に生か 学習の目的や内容

キャリアプラン の改善点を意欲的 が，相手に伝わっ せる意見を発信す を理解し，他の学
ニング、能力 に考えることがで たか確認し判断で ることができる。 習に生かそうとす

きる。 きる。 ることができる。

個別の目標と支援（例）生徒0

個別の呂標 堂々とした態度で，最後まで落ち着いて説明することができる。

支援 不安が見られた場合は，説明内容や話し方についてこれまでの学習を思い

出させるような声かけで再確認させる。

評価規準 担当箇所について，よりよく伝わる方法を工夫することができる。

（思考・判断・表現／自己理解・自己管理能力）
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指導計画と実施時期（全8時間 平成 27年 10月～12月に実施）

主な学習内容

第 1次 ・自分たちが，おすすめする東雲中学校のよさを考える。

説明会の実施について ・東雲中学校のよさについて誰かに伝えていくことを考える。

(2時間） －東雲小学校の児童が，知っていることや知りたいことについ
て，アンケート調査を行う。

・小学生のアンケートや東雲中学校のよさについてまとめる。
第2次 ・自分たちが説明する内容と計画を考える。

説明会の計画と準備 －学年ごとに説明会の準備・練習をする。

(4時間） ・リハーサルを行い，説明の工夫をする。
・説明会に向けて最終確認をする。

第3次説明会（ 1時間） ・小学生を招き，説明会をする。

第4次 －うまく出来たことと，もっとよくなるポイントを考えてみ
説明会を終えて（ 1時間） る。

学習の様子

小学生にアンケート 話合い活動の様子 説明会当日の様子

指導上の工夫点・改善点

・説明会を行うにあたり自信を持って説明するために，自分たちの中学校のよさを理解し

て，それを小学校の生徒に伝える活動を中心にした。

－中学校のよさや説明の仕方の工夫などを考える場面では，生徒が説明する活動に意欲が持

てるように，生徒それぞれが意見を出し合い，話会い，考え，決定していけるように工夫

した。

・ワークシートでの振り返りや，生徒らが考え工夫した点を，アピールポイントとして意識

させるようにした。

－学習のまとめや様子を，教室内に掲示するようにし，いつでも生徒が振り返れるようにし

た。

－説明の場面や，リハーサルでは，タブレット PCを使用して，説明の様子を記録し振り返

りの活動に使用 した。

生徒の変容

・説明をする活動の中で，発表の仕方を工夫して，相手のことを考えた，説明の仕方につい

て意識して取り組んだことで，上手くできたことや次への改善点など，次へとつながる振

り返りができてきた。また振り返るための自己の評価の場面においても，他者からの改善

点として素直に受け入れることができてきた。それに伴って自己の評価について正しく

評価できるようになってきていると考える。

・後日，小学生に事後ビデオアンケートを行った。中学生が説明した内容をしっかりと覚え

ており，早く中学生になりたいなどの反応があった。生徒は自分たちの説明に自信を持つ

ことができ，次の活動である交流発表会に積極的に取り組もうとする意見も多くみられる

ようになった。
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キャリアマネジメント（くらし）分野単元計画と授業実践

単元名 「地域でのくらしJ

指導対象東雲中学校全学年3組 1 6名 （男子 13名，女子3名）

指導形態学年ごと

単元設定の理由と指導内容

自分たちのくらす地域にある公共施設や交通機関を知り，地域の中で自分ができること

を考えて行動するなど，自分と地域のつながりについて考え，地域の一員であることを意識

し行動できるカが，将来の社会生活をより豊かにすると考える。本単元では，自分たちでで

きる地域貢献を考えて実行してみるとしづ学習を行う。生徒たちは，学校や最寄りの駅周辺

の清掃活動を計画して実行したり，学校にあるローズマリーを挿し木して苗を作り，ローズ

マリーの効能や活用法を記した紙を添えて地域の人に配ったりした。このような活動は，製

品を販売して収入を得るというような直接的な見返りはないが，いろいろな社会参加の仕

方があり，人の役に立つことができることを学習することができる。地域の中で協調しなが

ら生活していこうとしづ気持ちを育み，また学習活動後に振り返りをすることで，やってよ

かった，またやってみたいという意欲が高まるようにしたい。

指導目標

( 1 ）地域にある公共施設や交通機関を知り，関心が持てるようにする。

(2）社会の一員として，地域の人々とかかわりながら生活していくことに意欲が持てる

ようにする。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

自分も社会の一員 地域の人々のこと 地域の人々のこと 自分も地域で暮ら

人間関係形成・ であることに関心 を考えて，自分ので を考えて行動する す一人であること

社会形成能力 を持つことができ きることを考える ことができる。 を理解できる。

る。 ことができる。

任された作業を最 他者と協力の場面 他者との協力や協 自分の持ち味を把

自己理解・ 後まで遂行するこ で，より良し、行動を 働を主体的に行う 握し，地域の中でで

自己管理能力 とができる。 選択することがで ことができる。 きることを考える

きる。 ことができる。

自らが行うべきこ 自らが行うべきこ 行動に必要な準備 自らの役割を理解

課題対応能力 とに意欲的に取り とを判断し行動す を他者と協力して し，行動することが

組むことができる。 ることができる。 行うことができる。 できる。

社会の一員として 目標に沿って行動 目標がどれくらい 社会の中で自らが

キャリアプラン
の役割と責任につ できているか判断 達成できたか評価 果たすべき様々な

ニング、能力
いて関心を持つこ することができる。 することができる。 立場と役割を踏ま

とができる。 えて行動すること

ができる。

個別の目標と支援（例）生徒C

個別の目標 自分たちにできる地域貢献活動を発表することができる。

支援 体験者の話や新聞，インターネット等の情報を提示する。

評価規準 いろいろな情報や時間，場所等を考慮している。

（思考・判断・表現／人間関係形成・社会形成能力）
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指導計画と実施時期（全4時間 ※ 1学年は7時間

1 • 3学年は平成 27年 11月， 2学年は平成 27年 6月に実施）

第 1次 地域のことを知り地域のためにできることを考える

( 1時間 ※ 1学年は3時間）

第2次地域貢献活動（ 2時間）

第3次活動の振り返り（ 1時間 ※1学年は2時間）

学習の様子

学校周辺の清掃 集めたごみを分別

指導上の工夫点・改善点

・本校生徒は広い地域から通学してきているため， 1学年は学校周辺のことを学習する時間

を確保した。また，初めての学習であるため，計画を立てる導入段階と振り返りの時間を

多く設定した。

・校外での活動のため，特に安全面に配慮が必要である。ゴミ拾いに夢中になり道を横断し

たり車道に出たりといった危険な行動があり，事前に細かく指導する必要があった。

生徒の変容

・地域の人に自分から積極的に挨拶をしたり ，声をかけたりする様子が見られた。

・計画段階で、は消極的だ、った生徒が，活動途中に九、っぱいゴミが取れるのがたのししリと

言い，積樺的な態度に変わっていった。

・振り返りでは，「生徒会が行っているボランティア清掃にも参加してみたしリとしづ意見

や「次は，遠くに行ってゴミを拾いたい」「定期的に清掃活動をしたしリ「日本全国きれい

にしたしリ「学校全体にこの活動を呼び、かけたいj「地域の人に『ありがとう』と声をかけ

られてうれしかったJなど，達成感を感じ活動をさらに広げていくことに意欲的な意見が

出された。

・指示されなくても清掃道具を洗ったり返しに行ったりといった，主体的に考えて行動する

様子が見られた。
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キャリアマネジメント（かてい食生活）分野単元計画と授業実践

単元名 「わたしと食生活J

指導対象東雲中学校全学年3組 16名 （男子 13名，女子3名）

指導形態学年ごと

単元設定の理由と指導内容

将来的な自立と社会参加を視点とし，必要な課題への実践的な態度を習得させる。成長期

にある生徒の食生活において，課題が山積する実態がある。具体的には，簡便なインスタン

ト食品の多用や偏食による野菜不足，あるいは夜間の間食や個食などの食習慣がみられる。

栄養バランスのとれた食事，規則正しい三食のリズムの重要性に気づき，また食を通じた人

と人とのつながりや，食文化の継承への思索を深め，生涯を通して健康な生活を送るための

「食に関する知識や技能j を学ぶために，本単元を設定した。

指導にあたっては，栄養素の働きと食品の関係を学習し，バランスよく摂取するための献

立の立て方を学習する。また，基礎的な調理技術を習得し，自ら食事の準備ができるよう自

信を持たせ，実生活で実践できるようにする。

指導目標

自分の身の回りの食環境に関心を持ち，健康で安全に暮らしていける食生活を自ら整え

ることができるようにする。

( 1 ）自分の食生活を振り返り，身の回りの食環境に関心を持つことができるようにする。

(2）食事の役割について理解し，栄養バランスのとれた食材の組み合わせを考えた「献立j

を作ることができるようにする。

(3）基本的な調理器具の名称や適切な使用方法を理解し，安全で衛生的に調理実習を行う。

活動に見通しを持ち，分担と協力を行い最後まで集中して取り組むことができるよう

にする。

(4）食事をするマナーやエチケットを知り，周りの人とともに楽しく食事ができるように

する。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

共に生活していく 健康的なバランス 分担・協業して調 家庭内や地域で暮

人間関係形成・ 家族や地域社会に のとれた食生活や 理実習などの活動 らすための「食

社会形成能力 ついて食の面から 安全な食環境につ ができる。 のありかたj を理

関心を持つ。 いて考える。 解できる。

自己理解・
自分の周りの食環 自分にとって健康 簡単な献立を作 自分の課題と役割

境や他者との違い 的な食生活とは何 り，調理を行うこ について理解でき
自己管理能力

に気づく。 かを考える。 とができる。 る。

バランスの良い食 食生活の中での問 目的にあった調理 なぜ栄養ノミランス

課題対応能力
生活に関しての関 題点を判断し， 器具を安全に使用 が重要かを正しく

心を持つ。 完全策を考えるこ することができ 理解する。

とができる。 る。

健康的な生活につ どのように食べ 継続的に栄養パラ 人にとって安全で

キャリアプラン
いて考え，「食jへ て，いきいきと暮 ンスを振り返り， 健康的な食環境に

ニング能力
の関心を持つ。 らしてし、くかを計 日常生活の改善を ついて理解し，実

画することができ 図ることができ 践に努める。

る。 る。
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個別の目標と支援（例）生徒G

個別の目標必要な用具を自分で選ぶことができる。

調理器具の正しい扱い方がわかる。

支援 絵カード、や具体物を使って示す。作業分担を示し，必要な用具を明らかにす

る。

評価規準 調理内容に適した用具を使用して調理実習を行うことができる。

（課題対応能力／技能）

指導計画（全70時間 1学年は 1学期， 2学年は2学期， 3学年は3学期に実施）

第 1次健康的に生活するための基礎を学び，栄養素の種類や働きに理解をし，さまざま

な食材の特性を知る。調理の基礎を学ぶ。（ 2 4時間）

第2次 自分の食事内容や社会の食環境を振り返り，栄養のバランスのとれた献立を立

案する。安全で衛生的な調理ができるようになる。（ 2 3時間）

第3次 自分の食生活における課題を深め，改善策を考える。食材をいかした調理法を考

え調理する。食事のマナーを身につけ，周りの人とともに楽しく食事する方法を

考える。（ 2 3時間）

学習活動の様子

． ．，．，ミ・. ・4・・・． ..,4・・・・・・・h

かまぼこの飾り切りでおもてなし 栄養バランスを考えたおすすめの献立

指導上の工夫点・改善点

・カー ドゲームを取り入れることで，五大栄養素と 6つの基礎食品群，それぞれ多く含む食

品例の関係について抵抗感なく学習に取り組めると考えた。

• 6つの基礎食品群の学習で日常食の料理についても摂取できる食品群を学習することで，

献立作成の際，栄養ノくランスを気にしながら料理を選択することができると考えた。

・献立の基本形を理解する学習をすることで，実際の食生活を振りながら，自分の理想、とす

る献立作成ができると考えた。

・基礎的な調理技術（切る，焼く，ゆでる）を習得できるよう，繰り返し調理実習を仕組み，

身につけた技術で他の仲間に料理を振る舞うことで，自信をつけ実生活で、活かそうとす

る意欲を高められると考えた。

生徒の変容

・カードゲームを繰り返し行うことで，正解率が上がり，短時間で理解を深めていた。

特に日常食の料理例とその料理に使われている食材を学習したことで，生徒が料理に使

われている材料をよく知らない実態がつかめたが，楽しい雰囲気のカードゲームによる

学習で，繰り返しの学習ができ，理解を深めた。また，自分の考えた献立のおすすめポイ

ントを意識しながら立てることができた。

－仲間に料理を振る舞うことで，より丁寧に調理に取り組む姿勢がみられた。また，仲間か

らの肯定的な評価をとても喜び，家庭で、もやってみたいと意欲を見せた。
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v.改善力リキュラム実胸こよる生徒への効果と課題

生徒の変容を，直接観察やワ｝クシート等の記述，

アンケート等により見取り，生徒への効果と課題を考

察する。

1.授業観察による生徒の様子

授業観察における生徒の様子を，単元ごとに作成し

た観点、別の評価規準を基に見取り，評価を行ったO 授

業実践においては協働的に問題説草決をする場面や役割

を担う場面を多く設定したり，自己肯定感を高められ

るような言葉がけをしたりして指導・支援を行ったO

努力や上達を認める言葉がけにより自ら行動するよう

になった生徒や，生徒間で話し合いを行う場面におい

て意見が出せなかった生徒が自ら挙手をして発表す

る，付筆を使用することで意見を表出できるようにな

るなど，学習や活動の場面において主体性を発揮し，

意欲が高まった様子が見られた。また，役割が明確に

なることで集中しにくい生徒が蕗ち着いて取り組むな

どの変化が見られた。

「社会生活に関する内容jの単元「地域でのくら

しjで， 2年生は通学路の清掃活動を実施した。授業

後の振り返りでは「地域の人にお礼を言われて嬉しか

った」と地域の人との関わりに関することや， 「定期

的に清掃を続けたいJ 「この活動を中学校全体に呼び

かけたしリと感想、だけにとどまらず今後の活動への展

開を期待するような発言が出た。これは前年度と同様

の傾向であり，対象生徒が変わっても同じような姿が

見られた。

「社会生活に関する内容Jの単元「00説明会」の実

施にあたり，東雲中学校のよさを考える学習をした。短

冊カードを使用して生徒一人一人の思いを引き出す

中で，このことを小学生に伝えたいとしづ意見が生徒

から出たり，小学生は中学校のことをどれくらい知っ

ていて何を知りたいと思っているかとしづ疑問も生

じ小学生にアンケートを実施したりした。中学2,

3年生が昨年度の説明会での経験をもとに思考する姿

や，説明を行う対象が明確になったことで昨年度より

も意欲的に活動する姿が見られた。

2.単元実施による資質・能力の向上

授業の振り返りで生徒が記入するワークシートの自

己評価では，「キャリアマネジメント」で育てようとす

る4つの資質・能力（ア，主体的な社会生活への意欲

イ，他者と適切に関わる力 ウ，自己有用感・自己効力

感等の内発的な意欲エ，自己の理解と把握による評

価力）に関する項目を設定し，記述および4件法で調

査した（図 1)。記述には「意見を出すことがで、きたJ

「学校のいいところを沢山知ることができたj「人の話

も開くことができた。 Jなど授業の中で意見交流を行

うことで感じた記述もあった。これらの結果を引き続

き分析していくことで、生徒への効果について検証して

いくこととする。

－，ノ

イ

ウ

ゴ二

越すごくよ／わった
必〉ぐ〉フ

よかった
聞もうすこ L

※数字は回答の合計

空竺竺竺竺竺竺竺竺竺菰竺竺一四竺竺竺一一 警輯語圏

調閣

議盟

遡圏

灘裂騒髄掻漉麗趨翻晦韻語画題趨欝酒蔵覇E

図1 キャリアマネジメントの育てたい資質闘能力

iこ関する生徒の自己評価

※数字は解答の害I｝合

盤とてもあてはまる あてiままる 少しあてはまる 掴あてはまらない

26年
人間関｛系 R 社会形成能力 27年

26年
自己理解，自己審理能力 27年

26年
課題対応能力 27年

欝繁護憲懇警t~警機撃襲

撃機撃義務理漆議機

一 幾 畿 繍 畿 勝 繍 議 機 繍 欄 菊 田 園 臨冒圃

数線機懇畿毅議滋護主務総総慈務機瀦際軍司

26年離輯盤鐙隊関鞠蕗癒翠露＼に：.：.…盤機翻鞠翻錦繍鱗畿繍潤開

キャ＇）アプランニンダ能力 27年 一一一一一一申告恋鴬醐醐棚田臨時二 • :・::・-.. --_-_ r線線機鱗斡議綴鱗輔帯濁

図2 キャリア教育の基礎的・汎用的能力に関わる生徒の自己評価
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昨年度に引き続き，キャリア教育の基礎的・汎用的

能力に関するアンケートを今年度5月に実確し変容を

見た（図2）。 4つの能力の全ての項目について昨年

度より肯定的な意見「とてもあてはまるj 「あてはま

るjが多くなっている。このことから生徒は，「キャリ

アマネジメントJを含めた学習の中で力をつけてきて

いると自己評｛面していることがわかる。繰り返し学習

し経験を重ねていくことが「キャリアマネジメントj

でつけたい力を付けていくことになると考える。

3.教師による評価

今年度4つに整理した「キャリアマネジメント」で

育てようとする資質や能力について，本校教職員の見

取りによる評価を行った。

ア，主体的な社会生活への意欲

？青婦で、の役割遂行への意識が高まっている。自信の

ない言動もあるが，率先して行動できる場面が増えた。

行事の際に，リーダーとなった生徒が他の生徒にアド

バイスや注意を促す等積極的に行動することができ，

注意された生徒も聞き入れようとする態度が増えた。

高校へ体験入学に行った後，不安なことは一切言わず，

高校生活へ大きな期待を持っていることがわかった。

新しい環境に対しでも積極的に挑戦しようとする態度

が感じられた。

イ，他者と適切に関わる力

自分から挨拶ができる生徒が増えた。また，授業中，

活動が遅れている生徒に対して積極的にサポートをし

たり，指導と違う動きをした生徒に対し，適切に注意

して一緒に活動しようとしたりする態度が見られた。

通常学級の下級生に対しでも声をかけ，上手に指示を

出していた。しかし，関わり方が未熟なため他の生徒

と衝突する場合も多々ある。

ウ，自己有用感・自己効力感等の内発的な意欲

学校生活の様々な活動によって自信をつけている姿

が見られる。部活動に欠かさず参加し，試合で練習の

成果が発撞できたことを喜び，さらに練習に励みたい

と発言した。また，授業中にわからないことを自ら質

問し，次回の授業に向けて行動したりする様子や，自

らが立てた目標に対して意欲的に取り組む姿勢が見え

てきた。しかし，作業があまり長続きしない生徒や実

際は力があるのに「できなしリと後ろ向きな発言をする

生徒もいる。作業や行動を褒められると普段以上に一
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生懸命になり，やりきることができる。

エ，自己の理解と把握による評価力

目標を持って取り組んだがうまくできなかったこと

を残念がり，何がいけなかったのか，どうすればよか

ったのか質問する姿が見られるようになってきたO ま

た，自分ができることは最大限に発揮し，わからない

ことはわからないといえるようになってきた生徒がい

る。一方，体育祭の練習でつらくて涙する生徒がいた。

様々な課題にぶつかった時，自分の思いや状態を表現

できるようになったらよい。

VI. 改善カリキュラム実施による教職員への効果

と課題

4種類のアセスメント（S-M社会生活能力検査， WIS

C-IV, K-ABC II, TTAP）の実施とともに，生徒を対象

にキャリア教育の基礎的・汎用的能力に関するアンケ

ートを実施した。指導内容や方法， 5判面項目を検討す

るうえで，現在の生徒の姿から見直すという視点と，

将来の生徒の姿を想定して見直すという視点の両方か

ら検討していこうという意識が高まった。

四． 改善カリキュラム実施による保護者への効果

と課題

本学級の保護者は，入学前教育相談時のアンケート

や毎年行っている個別の教育支援計画・指導計画作成

のためのアンケートにおいても，高等部段階卒業後の

進路として全員が就労希望である。また，青年学級生

（本学級の卒業生）との合同行事があることや本学級

および青年学級生の保護者で構成する親の会があるこ

と，校内に障害者雇用による環境職員2名（本学級の

卒業生）が雇用されていることもあり，進路に関する

話が日常的になされ，働くことや社会参加に関して期

待や関心が高い。

1.キャリアウィークの実施

今年度， 6月にキャリアウィーク I,11月にキャリ

アウィーク Eとして， 「キャリアマネジメントjの各

単元の一部を一週間程度の期間にまとめて実施した。

6月21日（日）に本学級の全学年生徒と，青年学

級生，親の会が一向に会し， 「進路を語る会」を行っ

た。全学年生徒が参加するようになり今年度で2年目

となる。将来の進路に対する意識の高揚や進路に関わ

る情報提供を意図し，保護者や卒業生を巻き込んだ活



動を組み込んで実施した。昨年度実施した際の保護者

の意見や，生徒に学んでほしい内容を盛り込んだ内容

を企画した。特別支援学校高等部や専門学校に通って

いる卒業生，特別支援学校高等部卒業後に学びの作業

所で勉強をしている卒業生，マクドナルドで働いてい

る卒業生，広島大学の清掃職員として働いている卒業

生5名に， 1!3の生活や休日の過ごし方，現在頑張っ

ていることや大変なこと，苦労しているところ，中学

生の時にやっておけばよかったことや学んでおいてよ

かったことなどについて話をしてもらった。また，中

学生は事前に用意しておいた質問を青年学級生にして

答えてもらうことで，卒業後に対するイメージを描い

ていった。休日であったが中学生の保護者はほぼ全員

参加であり，関心の高さがうかがえた。事後の感想に

は「進学先，就職先での様子がわかり大変参考になっ

たj 「働いている自分を誇りに思っていることに感動

したj 「卒業生の頑張りに勇気をもらったj f卒業生

の保護者からいろいろな情報が得られてよかったj

「就労している青年学級生が『ほう・れん・そう』が

大事と発言したことが印象に残ったj などがあり，進

路を考えていくうえで、参考になったようである。その

他， 「雇用者側の話を聞きたしリ 「やりたい仕事とや

れる仕事をどう折り合いをつけ本人に合った仕事をみ

つけるか」といった今後の「進路を語る会Jに関する

意見も出された。

2.アンケート調査の結果から

「キャリアマネジメントJの授業について，保護者

がどのくらい知っているか（図3，図4）や，家庭での

般化の様子（図5）について，平成26年度からキャリ

アウィーク I, II後にアンケート調査を継続して行っ

ている。アンケートの記入にあたっては， 4件法と記

述を併用している。

昨年度のアンケートの結果から，保護者に学習内容

を怯えるために情報提供の工夫が必要という課題点が

あがったQ 今年度は，学級通信に「キャリアマネ、ジメン

トJの授業の様子を重点的に掲載し，参観日には「キャ

リアマネジメントj の授業を積極的に観てもらうよう

設定した。そのことにより，「とても」「まあまあj知っ

ていると答えた保護者の割合が増えた（図3）。般化の

様子に大きな変化は見られないが，記述には「学校で

パソコン入力の上達をほめられたことでやってみたい

気持が高まり家でも取り組んで、いる」「捕除や調理など

自主的にするようになったJ「自分から時刻表や地図を
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見るようになったJなどがあり，家庭で学習したこと

をやってみようとする生徒の様子がわかったO

「キャリアマネジメント」の学習による変化や成長

としては，「授業で体験したことに興味を持ち説明して

いるJr前向きな発言や質問が多くなったJ「自分が将

来やってみたいことについて話をするようになったj

「自分の役割を理解しこなせるようになったJ「人の話

や説明に興味を持って聞けるようになったJ「仕事＝社

会貢献としづ意識が持てるようになったJ「明日のこと

を考えて行動をコントロールするようになった」とし、

った記述があったO また，「キャリアマネ、ジメントjの

学習でつけてほしい力やさらに伸ばしてほしい力とし

ては「質問する力J「この学習が自分の将来につながる

という想像力」「自己表現する力J「経験を積むことで

の自信Jr責任を持って最後まで、やり通す力j 「人と関

わる力」「将来自立して生活していくための生活力の基

礎Jr自分でできることの広がり」などがあげられた。

生徒の変化や成長の様子，および保護者がつけてほし

いと思っている力は，「キャリアマネジメントjの目標

やつけたい資質・能力と合致していることがわかったO

27年度 75% 

26年度 61% 

とても まあまあヌあまり露まったく

図3 キャリアマネジメントでどのよう

な学習をしているか知っている

27年度 38% 

26年度 33% 

鰯よく話している ときどき ：タあまり 露まったく

27年度

26年度

図4 キャリアマネジメントの捜業で

学習したことを家で話している

31% 

28% 

緩よくやっている ときどきごあまり臨まったく

図5 キャリアマネジメントの授業で

学習したことを家でもやっている



咽．問題点と今後の課題

1. fキャリアマネジメントJで育てようとする資

質・能力，および教科 f職業・家庭j に加えた内容

について

資質・能力および加えた内容の妥当性iこついて，ア

ンケートや蓄積された実践資料などから具体例を挙げ

て根拠を示していくことが必要である。

2.授業改善の取り組み

今年度5回の研究授業を実施し，外部言軒面を得てき

た。その中で，生徒の実態把握に基づいた適切な目標

設定ができていたのかを，授業後に個別の生徒の変容

から分析し，適切に授業評イ屈をしていくことが大切で

あるとの指摘を受けている。今後も耕才や支援の工夫

を行い，生徒が意欲を高め，達胸惑を味わえるような

授業作りを目指して，授業改善に取り組んでいきた

し、。

3.適切な評価方法の追究を目指して

評価の4観点と基礎的・汎用的能力の4能力をクロ

スさせた 16項目の観点,lj!Jによる分析的な評価を行っ

た。授業ごとに特に重点を置く観点を設定すること

で，単元全体を見通しながら授業ごとの視点を明確に

して授業を行うことができた。教員による授業の振り

返りで，生徒の目標・支援が適切で、あったか，生徒の

力が高まったかについて確認し合うことができた。実

践を積み重ねる中で評価規準を見直し，修正が必要な

単元も出てきている。評価の細分化，重点化，信頼性

などについては難しい問題であるものの，生徒の変容

と授業の評価の整理・分析を十分に行う中で，適切な

言軒高方法を追及していきたい。

4. ICTの活用

ICT機器（タブレット）と環境を整え，今年度 10月

から生徒の使用を開始した。研究計画を立てそれに沿

って研究を推進しているところである。どの生徒もタ

ブ、レットの使用に意欲的で集中して取り組んでいる。

タブレットの活用によるコミュニケーションカや思考

力，表現力の高まり，生徒自身が学習活動を即座に評

価することによる自己評価力の高まり等の効果を今後

検証していく。
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Curriculum Development to Promote the Ability to Live in Society-Social and Vocational Independence 

through a Special Support Class at Junior High School 

Tomoko FUJII, Mai ODAHARA, Tsutomu NISHI, Ayako MUKAI 

Takashi HAYASHI andAkihiko WAKAMATSU 

Abstract. With the ongoing globalization in society, it is necessary to develop a new type of curriculum to prepare today's 

students for their future lives, especially their careers. TI1e curriculum developed in this study places an emphasis on vocation 

and home life, and it includes a new subject-Career Management-which deals with social life. The lessons in each unit for 

this subject were evaluated using reference criteria and in terms of four career abilities. From these results, adjustments were 

made to the lesson content, and the effect of the new curriculum was measured. The curriculum was found to be effective for 

students, their parents, and teachers. It will be necessary in a future study to examine ways of developing the associated 

learning process and assess its effects with regard to promoting competencies. 

Key Words: Special support education, Career education, Curriculum development 
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